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 麦 作 技 術 情 報                     Ｎｏ．２  

                                                          令和６年１月15 日 
                                                          鳥取県産米改良協会 

○穂肥 
・第一回目穂肥の施用時期が早過ぎると、低温によって施肥窒素の吸収が緩慢となり、稔実や登熟が劣ることで精麦
率が低下する場合があるので時期を守って施用すること。 
 
・１０月下旬播種では、幼穂が伸長を開始したのを確認し、幼穂長2mm程度（２月上旬頃）を第一回目穂肥時期の目安
とする。第二回目穂肥は、止葉葉耳の抽出が確認されるまでに施用すること。 
 
・１１月上旬以降の播種では、幼穂長が2～4mm（２月下旬）を第一回目穂肥時期の目安とする。第二回目穂肥は、止
葉葉耳の抽出が終了する頃を晩限として、３月中旬頃を目安に施用すること。 

 
 ※ 暖冬によって、幼穂伸長開始時期が早い場合も、追肥後の低温に遭遇するリスクを低減するため、気温の推移

予測と幼穂伸長の経過を確認しながら、穂肥施用の目安になるべく近い時期まで待った方がよい。 
 
○排水対策 
 ・定期的にほ場を観察し、ほ場表面や明渠に滞水が見られる場合は速やかに排水を促すこと。 
 ・明渠と排水溝の連結を定期的に行うこと。 

 
Ⅰ 天気概況 

１ 気象経過 
１１月上旬の平均気温は平年より高く、１１月中旬にやや低くなったものの、下旬以降１月上旬までは平年並

からやや高めに推移した。日照時間は１０月下旬から１１月上旬まで平年より多く、１１月中旬が平年並であっ
たものの、１１月下旬以降は 12 月中旬を除いて多く推移した。降水量は１０月下旬及び１１月中旬が平年より
多かったが、それ以外は平年並みから少なく推移した。 

 
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ 気象予報 
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図１ 2023-24年日平均気温（倉吉市）
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図３ 2023-24年旬別日照時間（倉吉市）
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図２ 2023-24年日最低気温（倉吉市）
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Ⅱ 生育概況 

【現地ほ場】 
11 月上中旬を中心に播種が行われ、全般的に出芽と初期生育は順調である。倉吉市及び北栄町におい

て１１月初旬に播種された「しゅんれい」は、 現在、幼穂長4～5mm となっている。 
 
【農業試験場】 

11 月9 日播種「しゅんれい」は、１月11 日現在5.6 葉期で、平年並で推移しているが、幼穂形成は年内に
確認されており、現在の幼穂長は 2mm 程度。葉色は平年より濃く、草丈は概ね平年並だが茎数はかなり多く
推移している。 

 
 
 
 
 
 
 

表　農業試験場調査結果（しゅんれい：1月11日調査）
調査項目 H30年秋播 R1年秋播 R2年秋播 R3年秋播 R4年秋播 R5年秋播 過去5年平均 過去平均比(差)

茎数/㎡ 653 551 651 413 681 1161 590 197
草丈cm 25.4 25.6 14.4 8.1 16.2 18.5 17.9 103
葉色SPAD 35.8 33.3 36.2 30.4 33.9 39.5 33.9 117
葉齢 5.4 6.8 5.9 4.2 5.6 5.5 5.6 0
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Ⅲ 技術対策 

 １ 排水対策 
・雪や雨によってほ場表面に滞水が続くと、湿害の影響で分げつが停滞し、収量が低下する。 
・明渠等が土砂で埋まり、ほ場表面に滞水が見られる場合があるため、定期的に排水状況を点検し、明渠
等の排水路の手直しを行うことで、速やかなほ場排水に努める。 

 

 ２ 追 肥 
 ・麦の生育状況に応じて、適期適量の穂肥施用に努める。 
 ・ほ場で幼穂の伸長程度を経時的に確認し施肥時期を判断する。 
 
【暖冬によって幼穂の伸長が早い場合】 

・低温や積雪の期間が短く、幼穂形成及び伸長が早い場合、第一回目穂肥施用の目安時期（2 月上
旬～中下旬）以前に、幼穂長が 4mm を超えることがある。しかし、幼穂長に対応した早期追肥によっ
て軟弱な生育となった場合、低温への耐性が低下し、その後の凍霜害による幼穂の夭折や不稔によ
る減収を助長することがある。 
・そのため、葉色の推移や幼穂伸長の経過を観察し、穂肥施用の目安時期になるべく近い時期の穂
肥を目指すことで、追肥後の低温や積雪に遭遇するリスクを低減する。 
 

【降雪・積雪が続く場合】 
・追肥施用の目安時期である 2 月に、長期にわたって積雪期間があった場合は、融雪後に可能な限り
早く窒素肥料を追肥し、生育の回復に努める。 
・雪害は、根雪が 100 日を越えると多く発生する。根雪が長引くと予想される場合には、融雪資材とし
て育苗培土等の黒色を呈する資材を散布することで、融雪を促すと効果が期待できる。 

穂肥の施用 
《施用量》 
 ・第一回目穂肥はＮＫ化成Ｃ-12で20kg/10a（窒素量で3.2kg/10a）を目安に施用する。 
 ・第二回目穂肥はＮＫ化成Ｃ-12で15kg/10a（窒素量で2.4kg/10a）を目安に施用する。 
 
《施用時期の目安》 

播種時期 第一回目穂肥の目安 第二回目穂肥の目安 

１０月下旬 2月上旬頃 生育の進捗に応じて止葉の葉耳
が確認されるまで 

１１月上旬（１月下旬に幼穂長３
ｍｍ以下のほ場） 

2月20日頃 
（幼穂長2～4ｍｍ時） 

3月12日頃 
（止葉葉耳の抽出が終わるまで） 

 
《二条大麦の第二回目穂肥の晩限》 

・第二回目穂肥の晩限は、第一穂肥の３週間後まで（３月中旬頃）の施用であれば、収量・タンパク含量
が同等であることを農業試験場・倉吉農業改良普及所（場内・現地ほ場）で確認している。第二回目穂肥
の時期（3月上旬）に積雪がある場合は、融雪後にほ場条件が整い次第、晩期施用を行うこと。  
・止葉の葉耳抽出終了前を厳守する。葉齢進展が早まる場合は早めの施用を行うこと。 

 
３ 除草対策 
 ・トゲミノキツネノボタンやヤエムグラ等の広葉雑草は、春の気温上昇に伴って生育量が増加していく。冬季

間の出芽が多い場合には、麦の生育や収穫作業に支障が生じるので、処理時期を逸することがないよう
に、ハ－モニ－７５ＤＦ水和剤等の茎葉処理型除草剤を使用して雑草の繁茂を抑える。 

除草剤の処理 

《除草剤名》 ・ハ－モニー７５ＤＦ水和剤 

《対象雑草》 ・一年生広葉雑草、スズメノテッポウ 

《施用量》  ・10ａ当たり5～10ｇを水100Lに溶かす（単用は7.5～10ｇ施用がメ－カ－推奨） 

《施用時期》 ・播種後～節間伸長前まで、但しスズメノテッポウ５葉期まで 

《展着剤》  ・必要に応じて展着剤を加用する 
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  ４ 病害防除 
  （１）網斑病（大麦） 
   ・葉色の濃い過繁茂ほ場で注意が必要である。特に、暖冬で麦の生育量が大きい場合にリスクが高い。 

  ・発生ほ場では、病気が蔓延する前にチルト乳剤25（1,000 倍、収穫21 日前まで、１回）を散布する（展着
剤を加用のこと）。 

 
５ 新品種「はるさやか」への転換 

   ビール麦奨励品種は、令和7 年秋播を目途に「しゅんれい」から「はるさやか」へ全面転換することが決定し
ています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【参考】農作業安全に留意しましょう 
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